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５月２３日の深夜に大字本城をパトロール中、２台の自転車が
走行しているのを見かけました。パトカーを見た途端、急に
自転車の速度を落としたため、不審に思い運転していた
男性2人に声をかけました。乗っていた自転車を調べた
結果、2台とも盗難被害品であることが判明したため、盗難

自転車を無断で乗り回したとして占有離脱物横領事件の犯人
として2人をそれぞれ検挙し、被害者に自転車を返還しました。
しかし、5月中に本城東四丁目にあるマンションの駐輪場から、
自転車が盗まれる事件が2件発生しています。本城交番は犯人
を捕まえるため頑張っていますので、皆さんも自転車を盗まれな
いよう駐輪時は確実に鍵をかけましょう。

５月２６日午前９時３０分ころ、本城東五丁目にあるコインランドリーに車が突っ
込む交通事故が発生しました。車は車体全部が完全に店に入って停車しました。
この事故で、店内にいた女性客が驚いて転倒し怪我をしました。車を運転して
いたのは７０歳代の男性であり、「店を利用するため
車を駐車場に止めようとしたところ、後退中に
アクセルを踏みすぎてしまった」と話しています。
交通事故は運転開始直後と、目的地
到着直前に多く発生しています。いつも
利用している場所でも、と気を緩めない
ことが重要です。

乱用されるのは、大麻樹脂、花穂及び葉片であり、
主成分のテトラヒドロカンナビノール（ＴＨＣ）が、大麻
の薬理・毒性に起因することが明らかになっています。
また、最近では幻覚成分を濃縮させた「大麻リキッド」
「大麻ワックス」や、大麻を含んだ食品（クッキー、チョコ
レート、グミ）等の摘発も相次いでいます。

【大麻の精神への有害性・依存性】
大麻の成分である「ＴＨＣ（テトラヒドロカンナビノール）は、脳内
の記憶を司る海馬に影響し、不安やパニック等のほか、精神疾患
を発症させるリスクを上昇させるなど、中枢神経に影響するとされ、
青少年期の乱用は、特に記憶力や精神運動能力の低下等の影響
を受けやすいとされています。
大麻の乱用により、いらだち、不安、不眠、うつ等の禁断症状が
出現して、依存症になるおそれもあり、青少年期の乱用は更にリス
クが高いとされています。

◇ 薬物犯罪の検挙状況◇
福岡県警察では、令和６年中、覚醒剤や大麻の所持等で８
５５人を検挙しており、その中には、学生や社会人など一般の
人たちが含まれるなど、薬物犯罪が私たちの身近に存在して
います。

◇ 令和６年中の県内検挙人員の内訳◇
・ 覚醒剤 ３４２人
・ 大 麻 ４６６人
・ 麻 薬 ２５人
・ 医薬品医療機器法 ２２人
・ 麻薬特例法 ３０人

◇ 薬物乱用の蔓延
若年層を中心に大麻の検挙者が急増し、昨年の大麻事件
検挙者のうち若年層の割合８割を超えており、蔓延と拡大が
懸念されています。

盗難自転車を乗り回した男２人を検挙

【 】
○ 馬蹄錠だけでなく、ワイヤー錠などを併用する
二重ロックが盗難防止に効果的です。

○ 短時間の駐輪でも面倒くさがらずに施錠しましょう。
○ 自転車を購入したら必ず防犯登録をしましょう。


